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 開  会  

 議  長  総務課長 

 総務課長  おはようございます。 

 議会開会前に町民憲章の朗読をお願いしたいと思います。 

 ご起立をお願いいたします。 

 私のほうが１つと言いますので、本文のみを続けてご唱和をお願いします。よろし

くお願いします。 

町民憲章 

一つ、私たちは、豊かな自然に満たされた筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、伝統と文化を守り、育てる筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、平和を願い、命を大切にする筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、人を思いやり、共に支え合う協働の筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、子どもが元気で健やかに育つ筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、健康で希望に満ち、活気と笑顔あふれる筑前町をつくります。 

 ありがとうございました。 

 議  長  おはようございます。 

 本日の出席議員は、１６人につき定足数に達しております。 

 ただ今から、平成３０年第１回筑前町議会定例会を開会します。 

（１０：００） 

 日程第１  

 議  長  日程第１「会議録署名議員の指名」を、行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定によって、 

１１番 福本秀昭議員及び１２番 梅田美代子議員を、指名します。 

 日程第２  

 議  長  日程第２「会期の決定について」を、議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日３月２日から１６日までの１５日間としたいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から３月１６日までの１５日間と決定しました。 

 日程第３  

 議  長  日程第３ 「町長のあいさつ及び提案理由の説明」を求めます。 

町長 

 町  長  おはようございます。 

 本日は、平成３０年第１回の定例会を招集いたしましたところ、全員ご出席いただ

きましてありがとうございます。 

 定例会の開会にあたり、諸議案の提案説明に先立ちまして、この１年間を振り返り

ながら、平成３０年度の施政方針を申し述べたいと思います。 

 昨年は九州北部豪雨により朝倉地域に甚大なる被害が発生し、隣接する同じ朝倉地

域の自治体として人的、物的等、様々な支援を行ってきました。現在も朝倉市、東峰

村へ職員を派遣している状況です。 

 そういった中、昨年の筑前町のまちづくりについて特徴的なものを振り返ります

と、４月には大刀洗平和記念館の新館がオープンし、今まで受け入れできなかった多

人数の修学旅行生を受け入れることが可能になりました。また、全国的に問題となっ

ている待機児童問題に対応すべく、西部地区にあさひ保育園が開園いたしました。 
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 ８月には今まで取り組んできた企業誘致について、ヤクルト本社へ用地の引き渡し

が無事完了いたしました。工場建設や操業開始の具体的な時期は未定でありますが、

今後の雇用や観光への期待が高まります。 

 さて、明治維新から１５０年となる平成３０年は、大きな社会変化が本町にも多大

な影響を与えます。平成時代が間もなく幕を閉じるということでもあります。社会は

生き物だといえます。元号が時代と社会を変化させます。少子高齢社会も確実に新た

な段階に進んでまいります。このため税制度の改革が進んでいます。 

１つは、来年１０月に予定されている消費税の増税です。自治体にとっては地方交

付税、地方消費税に直結する必要な税源だといえます。また、本町にとっても貴重な

財源であるゴルフ場利用税の維持や森林環境税の導入は本町も要望してきた税であ

りますが、今年が正念場です。また、人口減少や基金に伴う地方交付税減額論議が活

発化しておりますけれども、断固として反対していかなければならないと考えており

ます。 

 このような国政の動向に地方自治体は多大な影響を受けるものの、筑前町として努

力しなければならない問題も多くあります。上下水道会計、国民健康保険事業会計の

収支、介護保険や後期高齢医療の問題、経常経費比率等大いに議論する年になろうと

思います。さらに構成団体の人口が減少する中で、建設１５年となるサン・ポートの

今後の方向性を示さなければならない年にもあたります。 

 このように課題山積ではありますが、私たちはそれよりも大きい希望を持って、住

民の皆さんとともに健全財政、地方創生のまちづくりに取り組んでいきたいと考えて

おります。 

 そのような中で、平成３０年度に推進していくまちづくりの主なものを、住民の皆

様に約束しました３本の柱を掲げて説明したいと思います。 

 １つ目は学ぶ力、２つ目は稼ぐ力、３つ目は守る力であります。１つ目の柱の学ぶ

力として、小中学校に第２の学校ともいうべきアフタースクールを開設します。これ

は、県立高校の退職校長会の協力を得まして、希望者に週２回、両中学校に数学、英

語の学習教室を開設しようとするものです。 

 小学校には、各小学校の放課後授業を拡充し、保護者等の協力を得てアフタースク

ールを町全体の取り組みとします。財源は、国県の助成金を活用します。さらに、英

語力向上のために外国人の英語教師を５人配置するとともに、中学生の英語検定受験

料を助成します。 

 また、地方創生の一環として、県に要望していた県立高校の学区が一部拡大し、平

成３０年度から小郡高校への通学が可能となります。 

 ２つ目の柱は稼ぐ力であります。 

 ふるさと納税を推進します。町内を中心に事業所を掘り起し、魅力ある返礼品の拡

充を行います。 

 次に、国際化の進展と観光事業促進のため国の道の駅指定を進めてまいります。み

なみの里に弁当工房、隣接用地にモデル的な観光いちご園を開設し、福岡都市圏との

連携を図り、雇用の拡大、町内生産物の販売額の向上を目指します。さらに、ヤクル

ト工場に続く企業誘致を促進します。新たな林業振興、雇用の確保として木質バイオ

マスの立地を地元の意向を尊重しながら検討します。 

 次に、３つ目の柱、守る力であります。 

 昨年の北部九州豪雨災害を教訓として、防災会議の充実を図ります。特に自衛隊、

国県等の機関、朝倉市、東峰村の対応を直接学び活かしてまいります。町、防災関係

機関、住民との合同による災害避難訓練を実施します。 

 国県等への事業として、現在着工されている砂防ダムの整備や曽根田川、草場川の
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堆積土砂寄州の除去事業の促進を要望します。 

 また、道路については、三輪中学校正門前の歩道整備や上高場の県道久光西小田線

道路整備等を国県に促進要望いたします。また、用地調整が完了しましたので、篠隈

のやすらぎ荘入口交差点改良工事に着手します。  

 一方で、町の健全財政維持のために財政計画を策定し、本町の課題であります借入

金の減額に努めます。 

 特に公共下水道の償還ピークが今後１０年間ほど継続しますので、減債基金を確保

し、計画的に財政運営を行います。また赤字会計が続いている国民健康保険事業は事

務事業の県への一部一本化に伴い、新たな事業予算により収支の改善を行います。 

 このように町民の皆様にお約束しております「学ぶ」「稼ぐ」「守る」を柱として、

先人の築かれた筑前町をさらに磨きをかけて、後世に引き継ぐ１年にしたいと思いま

す。 

 住んでよかった、訪ねてよかった、帰って来たい町「筑前」を目指して、住民、議

会、職員一体となって前進する筑前町づくりに努力していきたいと思います。 

 それでは、本日提案します議案等２７件の説明を申し上げます。 

 諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつきましては、委員の

任期が平成３０年６月３０日をもって任期満了となり、後任の候補者を推薦したいの

で議会の意見を求めるものです。 

 諮問第２号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつきましては、委員の

任期が平成３０年６月３０日をもって任期満了となるので、再任することについて議

会の意見を求めるものです。 

 同意第１号、筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

つきましては、委員の任期が平成３０年３月３１日をもって任期満了となるので、再

任することについて議会の同意を求めるものです。 

 同意第２号、筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつきまして

は、委員の任期が平成３０年３月２１日をもって任期満了となるため、新たに委員を

任命することについて議会の同意を求めるものです。 

 同意第３号、筑前町教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつきまして

は、委員の任期が平成３０年５月２７日をもって任期満了となるので、再任すること

について議会の同意を求めるものです。 

 同意第４号、甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選任につきまし

ては、委員の任期が平成３０年３月３１日をもって任期満了となるので、再任するこ

とについて議会の同意を求めるものです。 

 承認第１号、専決処分を報告し、承認を求めることにつきましては、地方自治法施

行規則の一部を改正する省令が平成２９年１２月１８日に公布され、平成３０年１月

１日に施行されたことに伴い、筑前町税条例の一部を改正する必要が生じたが、町議

会を招集する時間的余裕がなかったため、専決処分をしたものです。 

 議案第１号、福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及

び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更につきましては、平成３０年３月３１日

限り、豊前広域環境施設組合が解散されることに伴い、福岡県市町村職員退職手当組

合を組織する地方公共団体の数を減少し、福岡県市町村職員退職手当組合規約を変更

するため、地方自治法の規定により議会の議決を求めるものです。 

 議案第２号、権利の放棄につきましては、不納欠損処理を行うにあたり、貸付金に

係る返還請求権を放棄することについて、地方自治法の規定により議会の議決を求め

るものです。 

 議案第３号、町道の路線認定につきましては、道路法の規定により議会の議決を求
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めるものです。 

 議案第４号、筑前町総合計画策定条例の制定につきましては、総合計画の位置付け

を明確にするとともに、総合計画の策定について、必要な事項を定めるため、議会の

議決を求めるものです。 

 議案第５号、筑前町めくばーる条例の一部を改正する条例の制定につきましては、

めくばーる健康福祉館の栄養指導室を会議や相談等に利用できる部屋として改修し、

施設の有効活用を図るため当該条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第６号、筑前町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

きましては、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法の一部を改正

する法律及び持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を

改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令の施行に伴い、当該条例の一

部を改正しようとするものです。 

 議案第７号、筑前町廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例の一部を改正する

条例の制定につきましては、ごみ減量化対策に向けた可燃ごみ指定袋の規格変更に伴

い当該条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第８号、筑前町営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定につきましては、

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律の施行に伴い、当該条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第９号、平成２９年度筑前町一般会計補正予算（第８号）につきましては、補

正額３億８,４０４万円を減額し、補正後の歳入歳出総額をそれぞれ１２５億２,７９

０万６,０００円とするものです。 

 事業精査により減額補正する主なものは、 

・園芸の生産振興事務   ７,１６４万１,０００円減 

・農業振興基金管理事務  ６,１９４万７,０００円減 

・保育所運営費負担金事務 ３,９４７万４,０００円減 

などで、増額補正する主なものは、 

・国保特別会計操出金  １億２２２万９,０００円 

・両筑平野用水事業事務  １,４５８万円 

などを追加するものです。 

 議案第１０号、平成２９年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

につきましては、補正額１億２,４０５万５,０００円を減額し、補正後の歳入歳出総

額をそれぞれ４０億３,９８４万６,０００円とするものです。 

 議案第１１号、平成２９年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、補正額７０９万９,０００円を減額し、補正後の歳入歳出総額をそれぞ

れ３億６,２５５万１,０００円とするものです。 

 議案第１２号、平成２９年度筑前町水道事業会計補正予算（第３号）につきまして

は、収益的収入の予定額を２,７４５万円追加し、４億４,６３５万４,０００円とし、

収益的支出の予定額を１,０８０万円減額し、４億３,６５７万１,０００円とするもの

です。 

 また、資本的収入の予定額を１,３２５万２,０００円減額し、２億１,８６１万１,

０００円とし、資本的支出の予定額を２１０万円減額し、２億９,５６６万３,０００

円とするものです。 

 議案第１３号、平成２９年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第３号）

につきましては、補正額３,６５０万円を減額し、補正後の歳入歳出総額をそれぞれ２,

４４９万８,０００円とするものです。 

 次に、議案第１４号から議案第２０号までの平成３０年度筑前町一般会計予算をは
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じめとする７会計の予算方針について概要を説明いたします。 

 平成２９年度の日本経済は、アベノミクスの推進により、雇用・所得環境の改善が

続く中で、緩やかな回復基調が続いています。海外経済が回復するもとで、輸出や生

産の持ち直しが続くとともに、個人消費や民間設備投資が持ち直すなど民需が改善

し、経済の好循環が実現しつつあります。 

 このような中で政府は、持続的な経済成長の実現に向け、「生産性革命」と「人づ

くり革命」を車の車輪として、少子高齢化という最大の壁に立ち向かうため、平成２

９年１２月に新しい経済政策パッケージを閣議決定しました。雇用・所得環境の改善

が続く中、各種政策の効果もあって、景気は緩やかに回復していくことが見込まれて

います。 

 こうした情勢のもと国の予算編成においては、東日本大震災、熊本地震をはじめ各

地の災害からの復興や防災対応の強化を着実に進めるとともに、財政の厳しい状況を

踏まえ、引き続き歳出全般にわたり、聖域なき徹底した見直しを推進するものとされ

ています。 

 本町の財政状況は、健全化判断比率等の財政指標において、現状では健全性を保っ

ているところですが、町営住宅整備、少子高齢化対策、農業振興対策など本町が取り

組むべき課題は多く、加えて行政サービスの多様化にも対応しなければならないこ

と、普通交付税が年々減少していることなど、本町の財政を取り巻く状況は、依然と

して厳しいことに変わりはありません。 

 このような本町情勢のもと、平成３０年度当初予算については、国の財政情勢の変

化に対応しながら、限られた財源、限られた人員配置の中で経費節減に努めるととも

に、重要となる事業に重点を置いた予算編成としております。 

 議案第１４号、平成３０年度一般会計予算については、予算総額１２１億５,５８３

万９,０００円で、前年度比１０.４％、１１億４,９７８万７,０００円の大幅の増額と

なっていますが、これは、前年度の当初予算が骨格予算編成であったことによるもの

です。 

 歳入につきましては、町税が２９億５,２２０万６,０００円で、前年度から０.４％

減、１,０９５万２,０００円の減額となり、当初予算額としては２年ぶりの減収見込

みの計上となっています。 

 財源構成については、自主財源が４６億７２４万４,０００円で、総予算の３７.

９％、依存財源が７５億４,８５９万５,０００円で、総予算の６２.１％の構成となり

ます。 

 自主財源は主に各事業実施のための基金繰入金等の増や分担金及び負担金の増な

どにより、前年度から１２.１％の増、依存財源は主に国庫支出金、県支出金、町債の

増などにより、前年度から９.５％の増となっています。 

 また一般財源額は、８０億９,４９８万１,０００円となり、前年度から０.４％の減

となっています。 

 歳出につきましては、民間保育所への入所者増が見込まれることなどによる保育所

等運営委託料の増や自立支援給付費などに増額が見られることから、扶助費が前年度

比７.９％の増となったことなどにより、義務的経費は前年度比４.４％の増となって

います。 

 投資的経費は、前年度が骨格予算編成であったため、当初予算に計上を控えていた

町営住宅建替・改修事業や道路新設改良事業などの予算を計上したほか、農業部門の

新設事業、防犯灯のＬＥＤ化、第２三輪小学校保育施設の設置といった新規事業が加

わったことから、前年度比１３７.７％の増となっています。 

 また、平成カントリー施設整備のための強い農業づくり交付金事業や両筑用水二期
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事業負担金一括償還のため、補助費等が１３.１％の増となることなどにより、その他

の経費は前年度比９.１％の増となっています。 

 議案第１５号、平成３０年度筑前町国民健康保険事業特別会計予算につきまして

は、予算総額３３億３９４万８,０００円、前年度比１７.０％減、６億７,８４６万３,

０００円の減額となっています。 

 歳出の主なものは、保険給付費２３億４,６１１万４,０００円です。 

 議案第１６号、平成３０年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算につきましては、

予算総額３億７,９００万５,０００円、前年度比２.５％増、９３５万５,０００円の増

額となっています。 

 歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金３億７,３６５万８,０００円で

す。 

 議案第１７号、平成３０年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算につきま

しては、予算総額８７９万２,０００円、前年度比０.８％の増で、６万８,０００円の

増額となっています。 

 議案第１８号、平成３０年度筑前町下水道事業特別会計予算につきましては、収益

的収入１４億４,７４３万７,０００円、収益的支出１４億４,７４３万７,０００円、資

本的収入３億１,４１９万５,０００円、資本的支出７億２,１１５万７,０００円となっ

ています。 

 議案第１９号、平成３０年度筑前町水道事業会計予算につきましては、収益的収入

４億４,１１４万９,０００円、収益的支出４億６,４８５万円、資本的収入１億３,６３

８万６,０００円、及び資本的支出３億５,３３４万５,０００円の予定額となっていま

す。 

 議案第２０号、平成３０年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算につきまして

は、予算総額４１４万９,０００円、前年度比２９.９％増、９５万４,０００円の増額

となっています。 

 なお、議案第１４号から議案第２０号につきましては、今会期中に設置されます予

算特別委員会で十分なご審議を賜りたいと思います。 

 ここで一部、私の発言に、お詫びして訂正をさせていただきたいと思います。 

 ４ページの承認第１号でございます。私が地方自治法施行規則と申し上げました

が、正しくは地方税法施行規則でございました。訂正をお願いいたします。 

 以上、開会にあたりましてのあいさつと議案の提案理由の説明とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 議  長  町長の提案理由の説明が終わりました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」を、

議題とします。 

 説明を求めます。 

人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 おはようございます。 

 議案書の３ページをお願いいたします。 

 諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」 

 人権擁護委員に次の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求める。 

 本日提出、町長名でございます。 

 氏名 島村久雄 

 住所 福岡県朝倉郡筑前町篠隈 
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 生年月日 

 人権擁護委員の砥上力氏が、平成３０年６月３０日をもって任期満了となるので、

後任の候補者として推薦しようとするものでございます。 

 島村久雄氏の経歴につきましては、別途配布しております参考資料１ページに経歴

書を記載しておりますので、ご確認いただきたいと思います。 

 以上、ご提案いたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」を、採決しま

す。 

 諮問第１号は、推薦者を適任であるとすることに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」

は、適任であるとすることに決定しました。 

 日程第５  

 議  長  日程第５ 諮問第２号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」を、

議題とします。 

 説明を求めます。 

人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 議案書の４ページをお願いいたします。 

 諮問第２号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」 

 人権擁護委員に次の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求める。 

 本日提出、町長名でございます。 

 氏名 柳雅明 

 住所 福岡県朝倉郡筑前町三並 

 生年月日 

 人権擁護委員の柳雅明氏が、平成３０年６月３０日をもって任期満了となるので、

再任のため候補者として推薦しようとするものでございます。 

 柳氏の経歴につきましては、別途配布させていただいております参考資料２ページ

に経歴書を記載しておりますので、ご確認をいただきたいと思います。 

 以上、ご提案いたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 諮問第２号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」を、採決しま
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す。 

 諮問第２号は、推薦者を適任であるとすることに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、諮問第２号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」

は、適任であるとすることに決定しました。 

 日程第６  

 議  長  日程第６ 同意第１号「筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

総務課長 

 総務課長  議案書の５ページをお願いします。 

 同意第１号「筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

ついて」 

 筑前町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方自治法第４２

３条第３項の規定により、議会の同意を求める。 

 本日提出、町長名です。 

 氏名 北原信美 

 生年月日 

 住所 福岡県朝倉郡筑前町久光 

 北原信美氏が平成３０年３月３１日をもって任期満了となりますので、再任を求め

るものでございます。 

 北原氏の経歴につきましては、別添の参考資料３ページに記載をしておりますの

で、ご確認をお願いしたいと思います。 

 以上、提案いたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

河内議員 

 河内議員  資料のほうの３ページです。 

 職歴等で、昭和４８年３月、福岡銀行入社とありますが、４月じゃないんですか。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  本人の履歴書提出時に確認をしております。３月ということでございます。 

 履歴書で確認をさせていただいております。以上です。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 同意第１号「筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

ついて」を、採決します。 

 同意第１号は、これに同意することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、同意第１号「筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を

求めることについて」は、同意することに決定しました。 

 日程第７   

 議  長  日程第７ 同意第２号「筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ
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いて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

総務課長 

 総務課長  議案書の６ページをお願いします。 

 同意第２号「筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」 

 筑前町農業委員会委員に次の者を選任したいので、農業委員会に関する法律第８条

第１項及び農業委員会等に関する法律施行規則第２条第２項の規定により、議会の同

意を求める。 

 本日提出、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長から説明がありましたので省略をいたします。 

 新たに任命しようとする者につきましては、議案書の７ページ、８ページに、１番、

柳幸敏様から１９番、段浦眞由美様まで掲載をしておりますので、ご確認をしていた

だきたいと思います。 

 また、各委員の経歴につきましては、別添参考資料の４ページから７ページに記載

をしておりますので、ご確認をしていただきたいと思います。 

 以上、提案いたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 本件のうち番号３の候補者の審議・表決は、地方自治法第１１７条の規定により、

私は除斥となります。 

 そのため、番号３の候補者を先に審議・表決を行います。 

 その間、副議長が議長の職務を行いますので、議長を田中副議長と交代をいたしま

す。 

 （議長退場） 

 （副議長、議長席へ着席） 

 副 議 長  それでは、矢野議長が除斥となりましたので、地方自治法第１０６条の規定により、

副議長が議長の職務を行います。 

 副 議 長  同意第２号「筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」の番

号３の候補者について、これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 副 議 長  質疑ないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 副 議 長  討論なしと認めます。 

 同意第２号「筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」の番

号３の候補者を、採決します。 

 番号３の候補者は、これに同意することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 副 議 長  挙手全員です。 

 したがって、同意第２号「筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて」の番号３の候補者は、同意することに決定しました。 

 これで議長を矢野議長と交代します。 

 （副議長、退席） 

 （議長、議長席へ着席） 

 議  長  続けて、同意第２号「筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについ

て」の番号３を除く、番号１から番号１９の候補者について、これから、質疑を行い

ます。 
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 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 同意第２号「筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」の番

号３を除く、番号１から番号１９の候補者を一括して採決します。 

 番号３を除く、番号１から番号１９の候補者は、これに同意することに賛成の方は、

挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、同意第２号「筑前町農業委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて」の番号３を除く、番号１から番号１９の候補者は、同意することに決定しま

した。 

 日程第８  

 議  長  日程第８ 同意第３号「筑前町教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

総務課長 

 総務課長  議案書の９ページをお願いします。 

 同意第３号「筑前町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」 

 筑前町教育委員会委員に次の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

 本日提出、町長名でございます。 

 氏名 砥上淳一 

 生年月日 

 住所 福岡県朝倉郡筑前町松延 

 提案理由につきましては、砥上淳一氏が、平成３０年５月２７日をもって任期満了

となりますので、再任しようとするものでございます。 

 なお、砥上氏の経歴につきましては、別添参考資料の８ページに記載をしておりま

すので、ご確認をお願いしたいと思います。 

 以上、提案いたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

木村議員 

 木村議員  お尋ねいたします。 

 この砥上氏におかれましてはですね、私も能力的にも人柄もたいへん素晴らしい方

で、教育委員として適任だとは認めておるところでございますが、ご存じのとおり、

一時期体調を崩されましてですね、今、だいぶん戻られたようでございますが、やは

りその部分について心配するわけですね。 

 うちの町も教育関係に一生懸命力を入れておりますので、やはりそれだけ課題もい

ろいろ出てくると思います。 

 ご本人も、今他でも一緒にしておりますが、他の役員さんもですね、いろいろされ

ておるようでございますが、もちろん本人のご意志、同意をもとに提案されたことだ

ろうとは思うんですが、その辺りをですね、やっぱり体を心配しますので、どのよう

に考えてあるかお尋ねいたします。 
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 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えします。 

 先ほど木村議員のほうから、内容と病気の件とかも話されましたけれども、砥上氏

に再任にあたりですね、いろいろご相談させていただきました。健康面とかですね。 

 そういったところで、本人も大丈夫だということを伺いましたので、再任をお願い

したということでございます。以上です。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  そうだろうと思います。ご本人はそう言われると思いますが、十分その辺を留意し

てですね、これからの運営をしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 同意第３号「筑前町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」を、

採決します。 

 同意第３号は、これに同意することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、同意第３号「筑前町教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて」は、同意することに決定しました。 

 日程第９  

 議  長  日程第９ 同意第４号「甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選任

について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

総務課長 

 総務課長  議案書の１０ページをお願いします。 

 同意第４号「甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選任について」 

 甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員に次の者を選出したいので、甘

木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会規則第３条第１項の規定により、議会の

同意を求める。 

 本日提出、町長名です。 

 氏名 井上克己 

 生年月日 

 住所 福岡県朝倉郡東峰村小石原鼓 

 提案理由につきましては、現職の井上克己氏が、平成３０年３月３１日をもって任

期満了となられますので、再任しようとするものでございます。 

 なお、井上氏につきましては、東峰村からの選出という形になっております。 

 井上氏の経歴につきましては、別添参考資料の９ページに記載をしておりますの

で、ご確認をお願いしたいと思います。 

 以上、提案いたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

河内議員 

 河内議員  説明資料の９ページ、その他の経歴で、平成２２年３月から保護司をされているよ

うですが、これは現在もされているのでしょうか。 

 それと、下の２６年４月、これは、下に「現在に至る。」がないとおかしいんじゃ
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ないでしょうか。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えします。 

 現在、保護司継続。２６年４月以降ですね、現職ということで「現在に至る。」と

いうことで、お詫びして訂正をいたします。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 同意第４号「甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選任について」

を、採決します。 

 同意第４号は、これに同意することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、同意第４号「甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選

任について」は、同意することに決定しました。 

日程第１０  

 議  長  日程第１０ 承認第１号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町

税条例等の一部を改正する条例の制定について）」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

税務課長 

 税務課長  それでは、議案書１１ページをお願いいたします。 

 承認第１号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同

条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

 本日提出、町長名でございます。 

 提案の理由につきましては、町長の提案理由のとおりでございます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 専決処分書でございます。 

 平成２９年専決第２号、専決処分書でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 平成２９年１２月２８日、町長名でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 この改正につきましては、租税条約に基づく申し立てが行われた場合における個人

の住民税及び事業税の徴収猶予についての改正が行われまして、施行規則の第１０条

の２の３、それから４が追加されました。これによりまして、条文が条ずれするとい

うことでございます。そのための改正でございます。以上でございます。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 承認第１号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町税条例等の一

部を改正する条例の制定について）」を、採決します。 
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 承認第１号は、これに同意することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、承認第１号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町

税条例等の一部を改正する条例の制定について）」は、同意することに決定しました。 

日程第１１～

日程第２３ 

 

 

 議  長  会議規則第３５条の規定により、日程第１１から日程第２３までを一括議題としま

す。 

 お諮りします。 

 一括議題とした日程第１１ 議案第１号から日程第２３ 議案第１３号までは、議

案の説明のみ行いたいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 それでは、順次議案の説明を求めます。 

総務課長 

 総務課長  議案書の１４ページをお願いします。 

 議案第１号「福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及

び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について」 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、平成３０年３月３１日限り福岡県市町

村職員退職手当組合から豊前広域環境施設組合を脱退させるとともに、平成３０年４

月１日から福岡県市町村職員退職手当組合規約を別紙のとおり変更する。 

 本日提出、町長名です。 

 提案理由につきましては、町長から説明がありましたので省略をさせていただきま

す。 

 １５ページをお願いします。 

 福岡県市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約。 

 福岡県市町村職員退職手当組合規約の一部を次のように改正する。 

 別表第１築上郡の項中「豊前広域環境施設組合」を削る。 

 別表第２第５区の項中「豊前広域環境施設組合」を削る。 

 附則、この規約は、平成３０年４月１日から施行する。 

 別表につきましては、お手元に新旧対照表を配布をしております。 

 １ページの別表第１、旧のところの、築上郡のところに豊前広域環境施設組合の下

に下線が引かれております。ここを削除という形になります。 

 続きまして、別表第２の旧のところに、第５区の下線部分、同組合が削除という形

になります。 

 以上、提案いたします。 

 議  長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 議案書の１６ページをお願いいたします。 

 議案第２号「権利の放棄について」 

 地方自治法第９６条第１項第１０号の規定により、議会の議決を求める。 

 本日提出、町長名でございます。 

 権利の内容 貸付金に係る返還請求権 ２,４９４万７,０３４円 

 権利の相手方 筑前町住宅新築資金等貸付金の債務者 ４人 

 放棄の理由としまして、下表に、債務者ごとに放棄する金額と放棄の理由を記載し
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ております。 

 債務者１ 金額１,０７１万５,０２５円、借受人の破産免責及び保証人の死亡によ

り履行の見込みがないため。 

 債務者２ 金額７８３万５,７６０円、借受人の破産免責及び保証人の死亡等により

履行の見込みがないため。 

 債務者３ 金額８４万９,１７５円、借受人の死亡、相続人の相続放棄及び保証人の

死亡により履行の見込みがないため。 

 債務者４ 金額５５４万７,０７４円、借受人の死亡、相続人の著しい生活困窮状態

及び保証人の死亡により履行の見込みがないため。 

 提案理由は、先ほど町長が説明しましたとおりですので、省略させていただきます。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  議案書の１７ページをお願いいたします。 

 議案第３号「町道路線の認定について」 

 別紙のとおり町道路線を認定するものとする。 

 本日付け提出、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、先ほど町長のほうより説明がありましたので、省略させ

ていただきます。 

 １８ページをお願いいたします。 

 認定路線でございますが、今回町道認定をお願いします路線を各路線番号ごとに路

線名等を記載しておりますけれども、今回新規認定路線のみで５路線をお願いしてお

ります。 

 路線番号の１４１９の皷田線から１４２３の溝田線までの５路線につきましては、

すべて民間開発に伴う寄附を受けたものによるものでございます。 

 なお、路線の認定に伴う箇所につきましては、別途に参考資料を配布させていただ

いておりますので、そちらをご参照いただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。以上でございます。 

 議  長  企画課長 

 企画課長  議案書の１９ページをお願いいたします。 

 議案第４号「筑前町総合計画策定条例の制定について」 

 標記の条例を別紙のとおり提出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長説明のとおりでございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 筑前町総合計画策定条例 

 第１条、趣旨、この条例は、本町の総合計画を策定するにあたり、必要な事項を定

めるものとする。 

 続いて第３条でございます。位置付けです。 

 総合計画は、町の最上位計画とする。 

 個別の行政分野における計画を策定し、又は変更するにあたって、総合計画との整

合性を図るものとする。 

 第４条、総合計画の策定についてです。 

 町長は、本町における総合的かつ計画的な町政の運営を図るため、総合計画を策定

するものとする。 

 第５条につきましては審議会への諮問、第６条につきましては議会への議決、第７

条につきましては総合計画の公表、第８条については委任を規定させていただいてお

ります。 



17 

 

 附則としまして、この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、提案いたします。 

 議  長  福祉課長 

 福祉課長  議案書の２１ページをお願いいたします。 

 議案第５号「筑前町めくばーる条例の一部を改正する条例の制定について」 

 標記の条例を別紙のとおり提出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長が説明したとおりでございます。 

 ２２ページをお願いします。 

 新旧対照表を記載しております。 

 栄養指導室を改修することに伴い、施設区分の名称を研修室３に、使用料を研修室

１、研修室２と同額に変更しようとするものでございます。 

 附則、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

 以上、説明を終わります。 

 議  長  健康課長 

 健康課長  議案書の２３ページをお開きください。 

 議案第６号「筑前町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」 

 標記の条例を別紙のとおり提出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 提案理由は町長説明のとおりでございますので、省略いたします。 

 ２４ページから２５ページに新旧対照表がございますが、今回の改正につきまして

は、現行制度において、住所地の国保被保険者が他県の指定施設に入所したとき、住

所地特例を受けて、そのまま住所地の国保被保険者として給付等を受けておりますけ

れども、この国保被保険者が他県の施設入所をしたまま７５歳に到達したとき、後期

高齢者医療制度では住所地特例が適用されず、住所地の国保被保険者から施設所在地

の他県広域連合の被保険者となっておりました。 

 この取り扱いを今回の改正で、住所地の国保被保険者で住所地特例を受けている被

保険者が７５歳に到達し後期高齢者となりましても、引き続き住所地特例のまま住所

地の県広域連合の被保険者となるという法改正が行われたことによりまして、条例の

一部を改正する必要が生じたものでございます。 

 併せて、附則に定義していた分につきましても、平成２０年度の制度開始に伴うも

のでございましたので、国県等の指導により、今回削除するものでございます。 

 附則としまして、この条例は、平成３０年４月１日からの施行となります。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 議  長  環境防災課長 

環境防災課長  議案書２６ページでございます。 

 議案第７号「筑前町廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について」 

 標記の条例を別紙のとおり提出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 提案理由は、町長が申しましたとおりでございます。 

 ２７ページの新旧対照表をご覧願います。 

 右側の現行ですが、一般廃棄物、可燃ごみ処分、指定ごみ袋の処理手数料で、小の

３０円を、改正案では中サイズ３０円とし、新たに小を設け２０円とするものでござ

います。 
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 なお、改正案の大中サイズは現行の９０％の大きさとして、意識的なごみ減量化対

策を図るものでございます。 

 附則、この条例は、平成３０年８月１日から施行するものでございます。以上です。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  議案書２８ページをお願いいたします。 

 議案第８号「筑前町営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について」 

 標記の条例を別紙のとおり提出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、先ほど町長が述べられましたので省略させていただきま

す。 

 次のページ、２９ページから３２ページにおきまして、一部を改正する条例の現行

と改正案を表記しております。 

 今回の筑前町営住宅管理条例の一部改正につきましては、地域の自主性及び自立性

を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律、第７次地方分

権一括法による公営住宅法の改正及び公営住宅法施行令、施行規則の条例に対応する

ものでございます。 

 また、多く下線が引かれている部分につきましては、家賃決定のための入居者の方

に収入申告をしていただいておりますが、公営住宅法の改正により、入居者が認知症

や知的障害者などの場合で収入申告をすること、及び収入状況の報告の請求に応じる

ことが困難であると認められるときは収入申告を免除し、町が調査を行い、応能、応

益にて家賃を定めることができるようになりました。 

 この運用を行うために、家賃算定の手続きについて、条例に追記を行ったものでご

ざいます。 

 附則、この条例は、公布の日から施行する。以上でございます。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  議案書の３３ページをお願いします。 

 議案第９号「平成２９年度筑前町一般会計補正予算（第８号）について」 

 平成２９年度筑前町一般会計補正予算（第８号）を別冊のとおり提出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 別冊の平成２９年度一般会計補正予算（第８号）をお願いいたします。 

 １ページをお願いします。 

 平成２９年度筑前町の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３億８,４０４万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２５億２,７９０万６,０００円とするもので

す。 

 第２条の繰越明許費につきましては、８ページをお願いします。 

 甘木線経営安定対策事務、担い手確保・経営強化支援事業、さくら橋外１橋補修工

事の３件を翌年度に繰り越すものでございます。 

 第３条の債務負担行為の補正につきましては、９ページをお願いします。 

 平成３０年度から３４年度までの学校給食業務委託事業の債務負担行為限度額を

入札の結果によりまして減額補正をするものでございます。 

 第４条の地方債の補正につきましては、１０ページをお願いします。 

 一般事業債が甘木線経営安定対策事務、公共事業債が両筑平野用水事業の補正でご

ざいます。 

 予算書１１ページが歳入、１２ページが歳出の総括表となっております。 

 今回の補正予算の内容につきましては、決算見込みによる不用額の減額が主なもの
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でございます。 

 歳出のほうから主なものを説明いたします。 

 ２２ページをお願いします。 

 ２款１項６目の財政調整基金から１７目のそったく基金費までは、基金の運用利子

などの積立でございます。 

 なお、１１目の農業振興基金費の元金積立６,５００万円の減額は、３０年度支払い

の両筑平野用水二期事業負担金が、予定をしていた額よりも１億６,０００万円ほど減

額になったことによりまして、支払いのために準備をしていました積立が不用となっ

たものでございます。 

 １５目ふるさと応援基金費の元金積立８００万円は、ふるさと応援寄附金の増額に

よるものです。 

 ２３ページをお願いします。 

 ２款１項１９目企画費の１９節どーんとかがし祭実行委員会補助金は、祭り中止に

よる減額です。 

 甘鉄安全輸送設備等整備事業負担金３１７万１,０００円の増額は、国の補正予算に

伴い増額補正をするものです。 

 ２９ページをお願いします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費の２８節繰出金の国保特別会計繰出金（法定外）１億

３２８万６,０００円につきましては、赤字補填の１億円及び公費医療制度影響に伴い

ます国庫補助金減額分が増加をしたということにより３２８万６,０００円を増額を

するものです。 

 ３０ページをお願いします。 

 ３款１項５目老人福祉費の１９節介護保険広域連合負担金１,５２０万１,０００円

の減額は、負担金の確定によるものです。 

 ３１ページ、１１目臨時福祉給付金の臨時福祉給付金返還金１,０２６万１,０００

円の増額は、臨時福祉給付金の過年度分補助金返還金でございます。 

 ３２ページ、３款２項２目児童措置費の１３節委託料、保育所等運営委託料につき

ましては、決算見込みにより３,１７１万４,０００円の減額です。 

 ３３ページ、４款２項２目塵芥し尿処理費の１９節甘木・朝倉・三井環境施設組合

負担金１,６３４万６,０００円の減額は、負担金額の確定によるものです 

 ３４ページ、５款１項３目農業振興費の１９節、活力ある高収益型園芸産地育成事

業７,１６４万１,０００円の減額です。県からのトンネル補助金でありますが、事業

の取り下げ及び入札等による減額でございます。 

 担い手確保・経営強化支援事業補助金２２５万円の増額は、国の補正予算に伴うも

ので、３０年度に繰り越しをして実施をするものです。 

 ５目農地費の両筑第二、県営二期事業負担金１,４５８万円は、３０年度事業の一部

が国の補正予算により前倒しで補助事業対象となったものです。 

 ５款２項２目林業振興費の１３節委託料、荒廃森林再生事業整備委託料１,４５８万

２,０００円の減額は、九州北部豪雨被害のために事業委託ができなくなったことによ

るものでございます。 

 ３５ページです。 

 ７款２項道路橋梁費は、工事請負費など総額４,１１９万１,０００円の減額です。 

 ７款４項都市計画費は、工業用地造成事業特別会計繰出金など、総額５,６０１万９,

０００円の減額です。 

 ３６ページ、８款１項１目常備消防費１,３４６万６,０００円の減額は、広域消防

負担金の確定によるものです。 
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 次に、歳入の説明をいたします。 

 １３ページをお願いします。 

 １款１項の町民税、４項のたばこ税は、本年度見込みによる減額です。 

 ６款地方消費税交付金から１１款地方交付税までは、本年度見込みによります増額

補正です。 

 １３款分担金及び負担金、１４款使用料及び手数料、１５款国庫支出金、１６款県

支出金につきましては、歳出の減に伴う減額補正及び補助金等の決定、並びに決算見

込みによる補正となっております。 

 １７ページです。 

 １７款１項２目利子及び配当金は、基金運用益が当初見込みより増額したことによ

る増額補正です。 

 ２項１目不動産売払収入は、町有財産の売払収入です。主に里道、水路等の払下げ

によるものです。 

 １８款寄附金は、ふるさと応援寄附金などの増加による増額補正です。 

 １８ページ、１９款繰入金は、財政調整基金繰入金２億６７５万４,０００円の減額

などにより、合計で２億３,４９０万４,０００円の減額補正です。 

 なお、４節の公共施設等整備基金繰入金は、町営住宅建替えに対する国の補助金が、

予定をしていただくよりも減額になった分を繰り入れるものでございます。 

 １９ページ、２２款町債は、減額分につきましては決算見込み等によるものでござ

います。 

 増額の一般事業債２１０万円は甘木鉄道安全輸送設備整備事業負担金分、公共事業

債５８０万円は両筑第二基幹水利施設保全型事業負担金でございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。 

 議  長  健康課長 

 健康課長  議案書の３４ページをお開きください。 

 お手元に国保特別会計補正予算（第５号）も同時によろしくお願いいたします。 

 議案第１０号「平成２９年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

について」 

 平成２９年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）を別冊のとおり

提出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 補正予算書（第５号）の１ページです。 

 平成２９年度筑前町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定め

るところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億２,４０５万５,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４０億３,９８４万６,０００円とす

るものです。 

 事項別明細書で説明いたします。 

 ８ページの歳出からお願いします。 

 減額補正につきましては、額の確定及び決算見込みによるものでございますので、

詳細説明は省略させていただきます。 

 ２款１項１目一般被保険者療養給付費３,３２６万４,０００円の増額補正です。こ

れは、１２月補正でも増額補正をお願いしておりましたけれども、今回の増額補正に

つきましても、入院件数の増加で予算不足が見込まれますので補正対応し、支出に備

えるものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 
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 歳入でございます。 

 歳入の減額補正につきましても、額の確定及び決算見込みによるものでございます

ので、主な分のみ説明をさせていただきます。 

 １款の国民健康保険税は決算見込みによりまして、１,５７１万４,０００円の減額

補正としております。 

 ３款１項１目療養給付費負担金、６,５６０万７,０００円の減額です。歳入不足額

をこの科目で調整し予算編成していましたものを、法定外繰入金１億円等の補正を踏

まえて減額調整をするものでございます。 

 ７款共同事業交付金８,７１５万３,０００円の減額は、県で実施しております共同

事業による交付金ですけども、国保連合会の決算見込みにより減額補正をするもので

す。 

 なお、この共同事業は、４月からの国保制度改革により廃止となります。 

 ９款１項１目一般会計繰入金の６節、その他一般会計繰入金１億３２８万６,０００

円の増額補正です。 

 赤字補填のための法定外繰入金１億円と地方単独事業の医療費給付費波及増によ

ります３２８万６,０００円を一般会計から繰り入れし対応するものでございます。 

 １１款４項７目歳入欠陥補填収入３９万６,０００円の減額につきましては、前年度

繰上充用金の財源として計上していたものですけれども、歳出額の確定によりまして

減額補正するものでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 続きまして、議案書の３５ページをお願いいたします。それとお手元に後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）もよろしくお願いいたします。 

 議案第１１号「平成２９年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて」 

 平成２９年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提

出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 別冊の補正予算（第１号）の１ページをお願いいたします。 

 平成２９年度筑前町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７０９万９,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６,２５５万１,０００円とするもので

す。 

 事項別明細書で説明をいたします。 

 ７ページの歳出をお願いいたします。 

 減額補正につきましては、額の確定及び決算見込みによるものでございます。 

 補正額０につきましては、財源組替えによります補正でさせていただいておりま

す。詳細説明は省略させていただきます。 

 ６ページの歳入でございます。 

 １款後期高齢者医療保険料は、決算見込みから１目特別徴収保険料１００万円の増

額、２目普通徴収保険料４７３万２,０００円の減額補正としております。 

 ４款１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金２９０万５,０００円の減額につきまし

ては、繰越金額との調整を行いまして減額補正を行っております。 

 ２目保険基盤安定繰入金３７９万６,０００円の減額につきましては、広域連合から

の確定により減額補正をしております。 

 ５款繰越金３３３万４,０００円の増額につきましては、決算確定によりまして増額
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補正をするものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 議  長  上下水道課長 

上下水道課長  それでは、引き続きよろしくお願いいたします。 

 議案書の３６ページをお願いいたします。 

 議案第１２号「平成２９年度筑前町水道事業会計補正予算（第３号）について」 

 平成２９年度筑前町水道事業会計補正予算（第３号）を別冊のとおり提出する。 

 本日付け提出、町長名でございます。 

 別冊の平成２９年度筑前町水道事業会計補正予算書（第３号）をお手元にお開きく

ださい。 

 それでは、説明に入らせていただきます。 

 １ページをお開き願いたいと思います。 

 平成２９年度筑前町水道事業会計補正予算（第３号） 

第１条でございます。 

 平成２９年度筑前町水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 第２条、平成２９年度筑前町水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び収益

的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入の部でございますけれども、収益的収入２,７４５万円を増額補正いたしまし

て、４億４,６３５万４,０００円とするものです。 

 支出の部、収益的支出１,０８０万円を減額補正し、総額４億３,６５７万１,０００

円とするものでございます。 

 第３条、平成２９年度筑前町水道事業会計予算第４条に定めた資本的収入及び資本

的支出の額を次のとおり補正する。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額７,７０５万２,０００円に

つきましては、過年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額７,７０５万２,０００

円で補填するものでございます。 

 収入の部でございますけれども、資本的収入１,３２５万２,０００円を減額補正し、

総額２億１,８６１万１,０００円とするものです。 

 支出の部、資本的支出２１０万円を減額補正し、総額２億９,５６６万３,０００円

とするものでございます。 

 補正内容について、ご説明を申し上げたいと思います。 

 補正予算書の１１ページをお開き願いたいと思います。 

 まず、収益的収入及び支出についてでございます。 

 収入の部でございまして、１款１項１目給水収益、水道料金１,３００万円の増額補

正です。併せて３目その他営業収益、加入金１,４００万の増額補正でございます。そ

れぞれ事前及び新規加入が予想を上回る加入結果になりましたので、増額補正するも

のでございます。 

 続きまして、同じくその他営業収益でございます。 

 手数料３０万円の増額補正でございます。この３０万円につきましても、先ほどの

加入及び使用料と同様でございまして、民間開発によります工事申請手数料が大幅に

増額をいたしましたので、３０万の増額をいたしたところでございます。決算見込み

によるものでございます。 

 １款２項１目受取利息及び配当金１５万円の増額補正でございます。 

 内部留保資金のうち可能な限り運用益を得るために、運用資金を除きます１億５,

０００万円を今まで普通預金にしておりましたけれども、定期預金に切り替えたこと
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によりまして、利息分が１５万円増加したということでございます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 支出の部、１款１項１目原水及び浄水費、受水費６００万円の減額補正でございま

す。 

 平成２８年から県南広域水道企業団と計画水量についての協議、原水の協議をさせ

ていただいたところでございまして、平成２９年度から計画水量を以前まで５,１４０

㎥、日当たりですけれども、４３０㎥、日当たり減量したことによって、納める受水

費が６００万円減少したということでございます。 

 １４ページをお開きください。 

 １款２項２目消費税及び地方消費税４８０万円の減額補正でございます。当初予定

をしておりました他会計補助金と高料金対策等を考慮し再計算しました結果、４３０

万を減額することになったところでございます。 

 １５ページをお開きください。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 収入の部でございまして、１款１項１目企業債４１０万円の減額補正でございま

す。水道創設事業を行っておりまして、当初予定しておりました交付額が、割当額来

なかった関係で減額をいたしたものでございます。 

 同じく１款２項１目の出資金４１０万円の減額補正、併せて１款３項１目国庫補助

金４０５万２,０００円の減額補正は、先ほど申しました、当初予定しておりました割

当額に満たなかったということで減額補正するものでございます。 

 １款５項１目他会計負担金１００万円の減額補正でございます。これにつきまして

も、当初予定をしておりました工事箇所が割当額満たなかった関係で、予定しており

ました消火栓の設置数が減になったことによる減額補正でございます。 

 １６ページをお願いいたします。 

 支出の部でございます。 

 １款１項１目施設整備費、工事費２００万円の減額補正でございます。工事費の執

行残によるものでございます。 

 併せて１款１項３目営業設備費、量水器１０万円減額補正でございます。これにつ

きましては決算見込みによるものでございまして、以上が、水道会計補正予算（第３

号）の説明に代えさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  議案書３７ページをお願いいたします。 

 議案第１３号「平成２９年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第３号）

について」 

 平成２９年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第３号）を別冊のとおり

提出する。 

 本日付け、町長名でございます。 

 別冊の筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算書（第３号）をお願いいたします。 

 予算書の１ページでございます。 

 平成２９年度筑前町の工業用地造成事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。 

 歳入歳出の補正予算でございます。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３,６５０万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２,４４９万８,０００円とする。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。ということでございます。 
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 歳入歳出補正予算は、７ページの事項別明細書でご説明させていただきます。 

 歳出、１款１項１目工業団地造成事業、１５節工事請負費３,６５０万円の減額補正

となっています。造成工事に要した費用の執行残になっています。 

 続いて、６ページの歳入でございます。 

 歳入につきましては、１款１項１目一般会計繰入金３,６５０万円を減額補正させて

いただきます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

 議  長  議案の説明が終わりました。 

日程第２４～

日程第３０ 

 

 議  長  会議規則第３５条の規定により、日程第２４から日程第３０までを一括議題としま

す。 

 お諮りします。 

 一括議題とした日程第２４ 議案第１４号から日程第３０ 議案第２０号までは、

全員でもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに

したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、日程第２４ 議案第１４号から日程第３０ 議案第２０号までは一括

議題として、全員でもって構成する予算審査特別委員会に付託して審査することに決

定しました。 

 ここで予算審査特別委員長及び副委員長の選任をお願いします。 

奥村議員 

 奥村議員  予算審査特別委員会委員長に、副議長の田中政浩議員を、そして副委員長に、総務

建設常任委員長であります石丸時次郎議員を推薦いたします。 

 議  長  ただ今、奥村忠義議員から発言がありましたように、委員長に田中政浩副議長、副

委員長に石丸時次郎総務建設常任委員長ということでございます。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 それでは、田中政浩副議長、予算審査特別委員長就任のごあいさつを演壇にてお願

いいたします。 

田中議員 

 田中議員  ただ今、予算審査特別委員会が設置され、私が委員長に指名されました。 

 わが国は現在、少子高齢化による人口減少社会が到来し、多くの町村では基幹産業

である農林漁業の低迷や若年人口の減少により、地域経済の活力低下など厳しい状況

にあります。 

地方の創生と人口減少の克服は、国と地方が連携・協力をして、総力を挙げて取り

組むべき大きな課題であり、今、地方が自ら考え、責任を持って戦略を推進する取り

組みが、待ったなしで求められております。我々筑前町議会としても真正面からこの

課題に取り組む覚悟でございます。 

 町執行部は厳しい財政状況の中、住民福祉の増進と地域発展に寄与するものとして

確信をもって予算案を提出されたものと思いますが、議会は議会の立場として、その

施策や予算は、適正・適切であるか、十分に論議を重ねたいと思います。 

 限られた審査期間でありますので、効率的に委員会が運営できますよう、議員各位



25 

 

のご理解とご協力をお願いいたします。委員長就任のごあいさつです。 

 散  会   

 議  長  以上で、本日の日程は、全部終了しました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

（１１：３５） 

 


